
 

 
 

 

第３次清瀬市農業振興計画（案）の策定に関する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

１．概要 

 清瀬市は、平成１９年３月に農業経営基盤強化促進法第六条に定められた農業基本

構想に当たる「清瀬市農業振興計画」を策定し、“農で育むまちづくり 伝えよう創る

喜び自然の恵み 清瀬市農業”をスローガンに掲げ、清瀬市農業の更なる発展を目指し

て、様々な施策を行なってきました。計画策定から１０年が経過し、これまでの様々

な社会情勢の変化を踏まえ、今後１０年間の清瀬市の農業振興の目標を明らかにし、

農地を守り、担い手を育成する効果的な施策の展開を図るため、第３次清瀬市農業振

興計画の策定に向けた検討を行い、この度計画（案）として取りまとめ、市民の皆様

からご意見を募集しました。 

 意見募集の概要、ご意見の内容及びご意見に対する本市の考え方を次の通り公表し

ます。 

 

２．結果について 

意見提出数（意見件数）８人（ １４件） 
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3．具体的なご意見の内容と市の考え方 

付番 ご意見・ご要望の内容 意見に対する考え方（回答） 

1  農地を守るためには、市街化調整区域にする

ことも一つの方法ではないか。 

 ご意見をいただいた点については、市内全域が市街化区域となっており、相続

が発生した際には各地で住宅建築が進んでいる事から、市街化区域から市街化調

整区域に編入する事は現実的ではないと考えます。 

 本計画においては，「展開方向①農地保全と多面的機能の活用」に基づき、農

地保全に取り組んでまいります。 

2  市民農園の一部などで市民の生ごみを受け

入れ、堆肥化を行うことを検討してほしい。 

 展開方向②担い手の確保・育成において、環境保全型農業の推進を施策の一つ

と位置付けられており、「有機・減農薬・減化学肥料栽培を推進する」内容が例

示されており、堆肥化についてはそこに含まれるものと考えています。 

 生ごみ堆肥の市民農園での活用に関しては、関係部署と協議の上検討して参り

ます。 

3  農福連携では、ふれあいの場にとどまらず、

中間的就労も検討してほしい。 

 展開方向④「ふれあい農業の推進」において、農業の教育的・福祉的機能の活

用を施策の一つと位置付けています。 

 中間的就労については、市内農家等の意向を踏まえ、福祉関係部局と協議して

まいりたいと考えます。 
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4  後継者、担い手の確保において、親から子供

に引き継がれてきた後継者の確保を補うため

の施策が必要になってくるとともに、農家の高

齢化を補う担い手を確保することが都市農業

の継続にとって大変必要になっているのでは

ないかと思います。 

 展開方向②「担い手の確保・育成」のにおいて、親元就農者だけではなく定年

帰農者や Uターン就農者等の確保・育成並びに、各事業を活用した農業者の高齢

化に配慮した担い手の確保を掲げており，援農ボランティアやパートタイーマー

等の雇用労働力の導入を含め、今後検討していくべき課題と考えます。 

5  農産物の販売の向上と地産地消の促進のた

めに共同直売所の設置（ＪＡも含めて）につい

て、消費者の要望にこたえるために駐車場付き

の直売所が望ましい。 

 重点施策２で地場農産物の販路拡大の中で

は駅南口方面での販売方法の検討を実施する

としていますので、是非実現して頂きたい。 

 ご意見をいただいた点については、展開方向③「地産地消の拡大」の主要施策

「消費者のニーズに合わせた流通・販売ネットワークの構築」、「新たな地元消費

の拡大」において例示されております通り、今後取り組むものとして考えていま

す。 
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6  農地の市民的活用の一つとして、住民の皆さ

んの協力を得て農業体験農園の運営に取り組

んできました。 

 この仕組みは農家にとっても収入が保証さ

れ、清瀬市の農ある風景を維持し、市民の方に

も喜ばれまるものと考えています。重点施策と

して、特に農家が開設できるように指導と援

助、助成の方法などに力を入れて取り組んでい

ただければと思います。 

 重点施策５「ふれあい農業の推進」において、市民農園・農業体験農園等各世

代に向けた農業体験の場の提供を例示しております。頂きましたご意見に関しま

しては、市民とのふれあい農業を進める上で参考とさせて頂きます。 

7  清瀬市内には、生産者による直売所が沢山あ

ります。そこでは、良い品を安価で得ることが

出来ます。 

 「体験農園」では、それだけではなく、農家

の指導を受けながら、良品を得られることは当

然としても、感動を味わうことが出来ます。 

“元気な年寄り”を育てるジムかもしれませ

ん。体験農業活動が、農家の経営に役立つとし

たら、近郊都市の光景のひとつの源泉になると

思います。 
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8  体験農園の方式は農家の指導の下に、利用者

が決められた畝の配置と作付け計画で、農作業

は自ら畝を耕し、種を撒き、苗を植え芽吹きか

ら収穫までの過程を利用者みなさんが共有す

ることで本当に話が弾み、つながりが広がりま

す。 

 農家の経済を支える事にもなると聞いてい

ます。農業者と市民のコラボで、整然とした農

ある風景を、清瀬を良い形で維持し極端な都市

化を防ぐためにも行政が積極的に取り組んで

もらいたいと思います。 

 

9  体験農園に入園して 3年が経ち益々野菜つく

りが楽しくなってきました。それは、体験農園

の野菜作りに魅力がいっぱいだからなのです。

体験農園は経済的で専門的で安全新鮮、何より

も手作りを本気で感じさせてくれる魅力あふ

れる農業体験農園であることを認識しました。 

 その①経済的：費用と手間がかるのが各種

鍬、スコップ等各種農具・資材・備品類が準備

されている。また、水も必要になりますが、農

業用井戸か整備されている。 
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  その②専門指導：手作り栽培で本物の味、畑

の興しかた、肥料の入れ方、種苗の蒔き方、水

のやり方、収穫のやり方まで、懇切丁寧に指導

されシステム的に進めることができる。 

 その③安全安心の無農薬栽培：畑にはとんで

もない天敵がやってきます。この点は畑の皆さ

んが大変な創意工夫で対応しています。知恵を

絞りますので、面白いですよ。 

 

10  冬場を除き、季節折々３０種類もの野菜を、

種をまき、苗を植え手塩にかけて育てた野菜を

収穫する喜びは格別です。 

 清瀬では、農家の軒下でスーパーより安い野

菜が手に入ります。しかし自分が作ったもので

はありません。 

 農業体験農園では、創る喜びを味わえるので

す。除草剤をまかない畑の夏場の草むしりは大

変です。しかし、わづか１０坪の土地です。汗

をかきながら鎌を使って草をとりましよう。 
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11  実現に向けての項目の中で、計画の推進体制

が強調されています。第３次清瀬市農業振興の

策定を機会に清瀬市に新たな農業振興課を発

足させ態勢を強化して頂きたいと思います。 

 また、関連担当課と密接に連携することも必

要であり、特に都市整備部との連携を強めて欲

しいと思います。特に清瀬市長を先頭にして、

農家との懇談会を設けるなどして、農業振興計

画実現のために努力して頂きたいと思います。 

 組織編成に関しまして今後の参考とさせて頂きます。 

 庁内の関係各課との連携に関しましては、展開方向①農地保全と多面的機能の

活用の項目に、まちづくりの視点での農地の位置付けを例示させていただきまし

た通り、計画に沿った形で進めて参りたいと考えております。 

 市長と農家との懇談に関しましては、これまでも各種農業団体の総会等を通じ

実施しおります。今後もこのような機会を通じて、農業振興施策上の現状や課題

等に関する情報共有に努めます。 

12  「体験農園」に参加しています。この間、園

主さんの人柄、そして参加者の自発的なサポー

トで楽しく野菜を作ってきました。私はグリー

ンタウンに住んでいますが、高齢化も進み、閉

じこもりがちになりがちですが、近隣に大地と

戯れる野菜づくりができる農園が存在するこ

とは、認知症防止になるばかりか地域住民との

コミニュティの場ともなっています。地域行政

として、「体験農園」への援助を財政的にも考

慮して頂きたいと思います。 

 財政的な支援に関しましての記載を明記する事は見送らせて頂きますが、重点

施策５において「ふれあい農業の推進を位置付けておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。 
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13  地産地消・ふれあい農業から、市民農園の区

画拡大（経営類型・経営モデルを参考）による

担い手の就労・生産増・販売促進そして農地の

維持と保全が図られる。そのためには農地法の

問題や農家の理解協力を解決を市・農協が体制

を再構築して推進する 

 市民農園は、市民が余暇活動として野菜づくり等農作業を通じて土に親しみ、

農業への理解促進と、健康的でゆとりのある生活に資するとともに、良好な都市

環境の形成と農地の保全を図ることを目的とし整備しております。 

 現在の市民農園を、担い手の就労のための体験圃場としての活用や、農家の経

営拡大のために貸出すことは考えておりません。 

14  ブランド化としてニンジンジャムだけでなく

国内外の有名品の供給・流通を手掛けるショッ

プの推進。ジャムの清瀬をキャッチフレーズ

に。 

 市では、平成 28 年度より農家が取り組む加工品の他、市内の商店が販売する加

工品等をふるさと納税の返礼品としての取り扱いを開始し、市内特産品の PR に

取り組んでまいりました。 

 ジャムに限定した記載は見合わせますが、ご意見として承ります。 

 


